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◆ 第３回定時総会次第 ◆

■開催日程：平成27年５月22日 (金)
■開催場所：県民共済みらいホール (最寄駅は桜木町､ ラウンドマーク横)

��������	
�� (14:00～15:05)
１ 開 会 の こ と ば
２ 会 長 あ い さ つ
３ 来 賓 祝 辞
４ 議 長 選 出
５ 議事録署名人選出
６ 議 事
(１) 審議事項

第１号議案 平成26年度事業報告について
第２号議案 平成26年度収支決算報告について

平成26年度会計監査報告
第３号議案 役員の一部改選について

(２) 報告事項
報告１ 平成27年度事業計画ついて
報告２ 平成27年度収支予算について

７ 閉 会 の こ と ば

《休憩》

���������� (15:15～15:25)
環 境 保 全 表 彰

��������� (15:45～16:45)
◆伊藤 和明 氏
特定非営利活動法人 防災情報機構 会長
�������� !"#$%

＊ここ最近､ 火山災害､ 豪雨と土砂崩れによる複合災害､
大雪災害など様々な災害に遭遇したが､ 近年の自然災害と
気候変動と関係について語っていただく｡

��&��'()*+, (17:15～18:45) [６階 ヴァランセ]

-./0

第１号議案 平成26年度事業報告案について・・・・本誌２～６ページ
第２号議案 平成26年度収支決算報告案について・・本誌７～９ページ 総会にてスライドで説明
第３号議案 役員の一部改選について・・・・・・・本誌10ページ
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◇ 第１号議案 平成26年度事業報告について ◇

事 業 名 等 実 施 内 容

Ⅰ 総 会

公益社団法人神奈川県環境保全協議会
第２回定時総会
平成26年５月30日(金)
会 場 県民共済みなとみらいホール

� 総会議事
� 平成26年度 (公社) 神奈川県環境保全協議会環境保全表彰
８事業所が受賞されました｡

� 記念講演 ｢海洋の神秘～深海のダイオウイカの謎を探る～｣
独立行政法人国立科学博物館 標本資料センター
コレクションディレクター
分子生物多様性研究資料センター長・併任
水産学博士 窪寺 恒己 氏

参加者：119名 (会員95・非会員24)

Ⅱ 会 議

１ 理事会
第１回通常理事会
平成26年５月30日(金)
場 所 県民共済みなとみらいホール

� 平成25年度事業報告について
� 平成25年度収支決算報告について

第１回臨時理事会
平成26年５月30日(金)
場 所 県民共済みなとみらいホール

会長の選定を行い､ 高橋 徹理事を代表理事・会長に選定した｡

第２回臨時理事会
平成26年11月7日(金)
場 所 富士フィルム㈱神奈川工場

小田原サイト

審議事項
� 平成26年度事業の進捗状況報告と事業予定案について
� 新入会員の承認と役員の一部変更について
� 今後５か年 (Ｈ27～Ｈ31) の事業計画案について
� 第３回定時総会及び記念講演の開催案について
� 神環協の事業運営について
報告事項
� 平成26年度の (公社) 環境保全協議会会員の表彰状況
� 理事会の今後の開催予定
⇒神環協の事業運営については継続審議となったが､ その他は
承認された｡

第２回通常理事会
平成27年３月13日(金)
場 所 横浜情報文化センター

� 平成26年度事業結果報告案及び収支決算報告案について
� 平成27年度事業計画案及び収支予算案について
� 平成27年度環境保全表彰 (会長表彰) について ほか

２ 総務委員会
第１回 平成26年11月７日(金)
場 所 富士フィルム㈱神奈川工場

小田原サイト

� 第２回臨時理事会の開催について
� 今後の理事会の開催予定について ほか

第２回 平成27年３月13日(金)
場 所 横浜情報文化センター

� 平成27年度環境保全表彰等被表彰者の選考について
� 平成26年度第２回通常理事会及び第３回定時総会開催について
� その他

凡例： 公益目的事業 ⇒ その他事業 (共益事業) ⇒ 公益・共益が混在 (会報) ⇒



���

事 業 名 等 実 施 内 容

３ 企画教育委員会
第１回 平成26年９月12日(金)
場 所 東邦チタニウム㈱

� 平成26年度の教育事業進捗状況及び事業予定について
ア. 平成26年度事業の実施状況 (８月末現在)
イ. 平成26年度事業の今後の予定について
(ア) 地区研修会
(イ) 受託事業
(ウ) その他自主事業
・環境実践後継者講座育成講座 (廃棄物編) (１月開催予
定)
・女性のための環境保全研修会 (11月開催予定)
・環境保全視察研究会 (３月実施予定)

� 平成27年度以降の事業計画について
(ア) ５か年事業計画案 (Ｈ26年度～Ｈ30年度) 全体概要版
(イ) 平成27年度新規事業計画案について
・公害防止管理者等フォローアップ研修会 (仮称)

(ウ) 第３回定時総会と記念講演の開催案
� その他事項

第２回 平成27年２月27日(金)
場 所 横浜市開港記念会館

� 平成26年度事業実施状況について
� 平成27年度事業計画案について

４ 広報委員会
第１回 平成26年６月６日(金)
場 所 横浜波止場会館

� 会報“しんかんきょう131号” (2014年８月号) の発行につ
いて

� 今後の会報“しんかんきょう”発行計画について
� ホームページ広報について

第２回 平成26年12月５日(金)
場 所 横浜波止場会館

� 会報“しんかんきょう132号” (2015年１月号) の発行につ
いて

� 会報133号 (2015年４月号) の発行計画等について
� ホームページ広報について

５ 地区部会等
� 地区部会の役員会議 (４地区)
平成27年１月～３月

� 平成27年度事業計画について
� 会長表彰､ 県政総合センター所長表彰等候補者の推薦 ほか

� 大和・綾瀬分会
理事会 ４回開催

� 平成27年度事業計画について
� 最新の廃棄物情報について
� 第１回環境保全研修会(新規) ｈ27.２.25 大和商工会議所にて

Ⅲ 会計監査

６ 平成26年４月８日(火)
場 所 横浜市開港記念会館

監事：武田 純一氏､ 宮井 達也氏

Ⅳ 研修会事業

１ ISO内部環境監査員養成研修会
平成26年５月８日(木)～９日(金)
会 場 万国橋会議センター

＊受講者：17名
(会員15・非会員２)

講師：山岡憲一氏､ 坂山幸平氏
� 環境側面について
� 規格要求事項の概要と内部環境監査のポイント
� 環境法規
� 内部監査の進め方
� 演習 (現場監査の実際・整合性監査・チェックリスト)
� 研修効果 (テスト) 確認
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事 業 名 等 実 施 内 容

第２回 ���内部環境監査員内部監査
員養成研修 (出前講座)

平成26年６月22日(日)
会 場 トピー工業㈱綾瀬製造所
＊受講者：20名 (全て会員)

講師：山岡憲一氏､ 坂山幸平氏
� 環境側面について
� 規格要求事項の概要と内部環境監査のポイント
� 環境法規
� 内部監査の進め方
� 演習 (現場監査の実際・整合性監査・チェックリスト)
� 研修効果 (テスト) 確認

���内部環境監査員ブラシュアップ研修
(出前講座)
第３回 平成26年９月３日(水)
会 場 ビアメカニクス㈱
＊受講者：14名 (全て会員)

講師：山下知子氏､ 川口正人氏
� 法規制の改正動向
� 審査動向と内部監査のポイント等
� 内部環境監査の実際
� 内部監査の演習

���内部環境監査員ブラシュアップ研修
(出前講座)
第４回 平成26年９月５日(金)
会 場 ㈱神戸製鋼所藤沢事業所

(全非会員)
＊受講者：20名

講師：山下知子氏､ 川口正人氏､ 江崎智子氏
� 企業における環境管理と内部監査の役割
� 最近の環境法令の動向
� 内部監査の在り方
� 実践演習

第５回 ���内部環境監査員内部監査
員養成研修 (出前講座)

平成27年２月24日(火)
会 場 日産車体㈱
＊受講者：13名 (全て会員)

講師：山岡憲一氏､ 長峯長次氏
� 環境側面について
� 規格要求事項の概要と内部環境監査のポイント
� 環境法規
� 内部監査の進め方
� 演習 (整合性監査・チェックリスト)
� 研修効果 (テスト) 確認

２ 生物多様性と企業との関わりに関す
る研修会 (新規事業)
平成26年９月19日(金)
会 場 ㈱東芝横浜事業所
＊受講者：42名 (会員31､ 非会員11)

講師：松本 操､ 窪田建平､ 岸 由二の各氏
� 生物多様性と企業リスクについて
� 神奈川のナショナル・トラスト運動の取組紹介
� 東芝担当者による場内ビオトープ等の現地案内

３ 環境実務後継者育成講座
平成27年１月16日(金)
会 場 万国橋会議センター
＊受講者：34名 (会員30､ 非会員4)

講師：青山尚已､ 長岡文明 (BUN環境課題研究所主宰)
神田英治 (環境保全アドバイザー) の各氏

� 環境法令の全体像の理解及び)環境法令の読み方 (ルール)
� 廃棄物処理法の基礎知識
� 廃棄物処理法 (応用編) (中級編)
� 企業における廃棄物の適正管理の重要性

４ 女性担当者のための環境保全研修会
� 第１回 (テーマ：廃棄物処理)
平成26年５月23日(金)
会 場 かながわ環境整備センター
＊受講者：21名 (会員19､ 非会員２)

講師：山下知子 (環境保全アドバイザー) 氏､ 山ノ口紗也加氏
かながわ環境整備センター担当者による現地案内

� 環境法を知る！ － 廃棄物処理法について －
� こんなときどうする？ －ビアメカニクス㈱における廃棄物管理 －

� 第２回 (テーマ：ISO14001)
平成26年８月29日(金)
会 場 ㈱日立製作所��プラットフォーム

事業本部横浜事業所
＊受講者：27名 (会員23､ 非会員４)

講師：山下知子 (環境保全アドバイザー)､ 室伏しのぶ､ 庚塚峻夫
の各氏
㈱日立製作所ITプラットフォーム事業本部横浜事業所担当者
による施設案内

� 環境法を知る！ －ISO14001改正動向について －
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事 業 名 等 実 施 内 容

� こんなときどうする？
－三菱化学ハイテクニカ㈱小田原テクノセンターにおけるISO
14001取組みについて－

� 実務のいろは！－内部監査について－

� 第３回 (テーマ：県の施策・条例)
平成26年12月12日(金)
会 場：県環境科学センター
＊参加者：18名 (会員16､ 非会員2)

講師：山下知子､ 武繁春 (環境保全アドバイザー)､ 池貝隆宏の
各氏県環境科学センター担当者による施設案内

� 環境法を知る！ －生活環境保全等に関する条例について－
� 実務のいろは！ －企業における環境管理のポイント－

５ 地区研修会
� 湘南地区研修会
平成26年９月26日(金)
会 場 独立行政法人国立印刷局

小田原工場
＊参加者：32名

� 湘南地域における環境の現状と課題について
神奈川県湘南地域県政総合センター環境部
岡村 和雄 環境保全課長

� 独立行政法人国立印刷局小田原工場の概要説明及び環境の取
組について

� 県央地区研修会
平成26年10月３日(金)
会 場 味の素㈱川崎事業所
＊参加者：39名

� 味の素㈱川崎事業所の概要説明及び環境の取組
� 県央地域における環境の現状と課題について
神奈川県県央地域県政総合センター環境部
田中 晃 環境保全課長

� 横須賀鎌倉地区及び県西地区合同
研修会
平成26年10月８日(水)
会 場 日清オイリオグループ㈱横

浜磯子事業場
＊参加者：35名

� 横須賀三浦地域における環境の現状と課題について
神奈川県横須賀三浦地域県政総合センター環境部
長谷川 陽一 環境課長

� 日清オイリオグループ㈱横浜磯子事業場の概要説明及び環境
の取組

Ⅴ 調査・支援事業

１ 環境保全視察研究会
平成27年３月６日(金)
＊参加者：25名

県外事業所のものづくりの現場と環境施設の見学､ 環境保全活動
の取組みを学ぶため､ 以下の視察を行いました｡
① 新日鐵住金㈱鹿島製鐵所 【茨城県鹿嶋市】
② 鹿島共同再資源化センター㈱ 【茨城県神栖市】

２ 環境保全アドバイザーコンサルティ
ング事業

＊派遣実績：４件

環境保全アドバイザー登録状況：17名
ISO内部環境監査員養成研修会等の講師として活躍

主な派遣状況
� 内部監査員養成研修 ２件 (延べ４名)
� 内部監査員ブラシュアップ研修 ２件 (延べ５名)

３ 会報の発行 会報 ｢しんかんきょう｣ の発行
年３回：130号(４月総会特別号)､ 131号(８月)､ 132号(１月)

４ ホームページ及びメール速報による
情報提供

環境法令改正トレンドを毎月､ 行政情報など随時発信

５ 印刷物の発行頒布 アイドリングストップ啓発看板､ 指定事業所表示板の頒布
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事 業 名 等 実 施 内 容

６ 環境保全表彰
� 環境保全表彰式 (５／30) 平成26年度環境保全表彰被表彰者の表彰 (8事業所を表彰)

� 環境保全表彰選考会議 (３／13) 平成27年度環境保全表彰被表彰者の選考 (8事業所を選考)

Ⅵ 連携事業

１ 環境保全被表彰者の推薦
� 県政総合センター所長表彰
[横須賀鎌倉地区]

受賞者：ジョンソンコントロールズ㈱追浜工場
＜横須賀市＞ 【大気・水・土壌功労】

[県央地区] 受賞者：日立オートモティブシステムズ㈱エンジン機構事業本部
厚木事業所 ＜厚木市＞ 【３Ｒ功労】

[湘南地区] 受賞者：大東化学㈱平塚工場
＜平塚市＞ 【大気・水・土壌功労】

[県西地区] 受賞者：㈱日立情報通信エンジニアリング中井開発センター
＜中井町＞ 【大気・水・土壌功労】

� 県環境保全 (大気・水・土壌関係)
功労者表彰 (知事表彰)

受賞者：なし (県央地区部会推薦１件､ 審査段階で辞退)

� 県環境整備功労者表彰 (知事表彰) 受賞者：なし (推薦・応募なし)

� かながわ地球環境賞 (知事表彰) 受賞者：なし (推薦・応募なし)

２ かながわサイエンスサマー参加
平成26年８月22日(金)
参加者：33名 (小学生32､ 中学生１)

平成24年度から参加し､ ３年目として､ ソニー㈱厚木テクノロジー
センターとの共催によるこども向けのかんきょう・理科教室を開
催した (第14回かながわサイエンスサマー)｡
テーマ：振り振りスティック発電機を作って､ 電気エネルギー

の仕組みを知ろう
会 場：ソニー㈱厚木テクノロジーセンター

３ マイアジェンダ登録 行政､ 団体主催・主導の各種事業に協力､ 協同して取り組んだ｡

４ エコドライブの推進

５ レジ袋削減に向けたマイバッグ普及

６ 電気自動車の率先導入と来客用駐車
場への充電器設置



◇ 第２号議案 平成26年度収支決算報告について ◇
� � � � � � � 	 

平成��年４月１日から平成��年３月��日 (単位：円)

���

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
� ���������
��������

� 経常収益
受取会費 10,825,000 11,080,000 △ 255,000
正会員受取会費収入 10,550,000 10,745,000 △ 195,000
賛助会員受取会費収入 275,000 335,000 △ 60,000

����� ���������� ���������� � �������
事業収益 2,031,550 3,240,325 △ 1,208,775
環境保全講習会事業収入 1,536,400 2,900,125 △ 1,363,725
表示板等頒布事業収入 155,150 60,200 94,950
広告料収入 340,000 280,000 60,000

�� !� ���"����� "��#��"�� � ������$$�
受取補助金等 0 1,251,600 △ 1,251,600
受取県事業受託収入 0 1,251,600 △ 1,251,600
受取負担金 275,000 255,000 20,000
負担金収入 275,000 255,000 20,000
雑収益 21,158 56,209 △ 35,051
受取利息 7,669 8,209 △ 540
雑収入 13,489 48,000 △ 34,511

% !� ������ �&���' � "�����
�� !� �"�����$�� �����"��"# � ��$"��#�&

� 経常費用
事業費
役員報酬 2,741,000 2,741,000 0
給料手当 4,602,643 4,584,413 18,230
退職給付費用 350,000 350,000 0
法定福利費 2,533,547 2,470,728 62,819
福利厚生費 131,602 142,343 △ 10,741
旅費交通費 188,013 235,360 △ 47,347
通信運搬費 423,455 539,506 △ 116,051
会議費 629,179 495,311 133,868
消耗什器備品費 0 0 0
消耗品費 259,253 757,323 △ 498,070
印刷製本費 1,133,674 1,403,963 △ 270,289
光熱水料費 60,191 63,277 △ 3,086
賃借料 244,782 440,614 △ 195,832
諸謝金 321,824 977,087 △ 655,263
租税公課 2,300 4,200 △ 1,900
支払負担金 19,216 19,210 6
雑費 33,197 89,753 △ 56,556

���� �"�&$"��$& ���"�#���� � ��&#�����
���(� �"�&$"��$& ���"�#���� � ��&#�����

)*+!,-./01����2 � �����&� �&'��#& � ���'����#
01����2 � �����&� �&'��#& � ���'����#

����3���� 0
� 経常外収益 0
その他経常外収益 0
退職給付引当金取崩額 0 0 0
経常外収益計 0 0 0

� 経常外費用 0
経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
税引前期当期一般正味財産増減額 △ 521,168 569,046 △ 1,090,214
01�������2 � �����&� �&'��#& � ���'����#
�����1456 "�$������ "���&��&� �&'��#&
�����1756 "��"#��#" "�$������ � �����&�

8 9:�������� 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

; ����1756 "��"#��#" "�$������ � �����&�



�������	
��
平成��年４月１日から平成��年３月��日 �単位：円)

�	�

科 目 公益目的事業会計
収益事業等会計 法人会計

内部引去消去 合 計
共 益 管 理

� ����������
��������

� 経常収益
受取会費
正会員受取会費収入 6,857,500 1,055,000 2,637,500 0 10,550,000
賛助会員受取会費収入 178,750 27,500 68,750 0 275,000

����� ������ !� ���" �!��  ����� !� � ���" !����
事業収益
環境保全講習会事業収入 1,311,000 225,400 0 0 1,536,400
表示板等頒布事業収入 0 155,150 0 0 155,150
広告料収入 244,800 95,200 0 0 340,000

#$%&� ��!!!�"�� '�!��!� � �  �����!!�
受取補助金等
受取県事業受託収入 0 0 0 0 0
受取負担金 0 0 275,000 0 275,000
負担金収入 0 0 275,000 0 275,000
雑収益
受取利息 0 0 7,669 0 7,669
雑収入 0 0 13,489 0 13,489

(%&� � �  ���!" �  ���!"
��%&� "�!) ��!� ��!!"� !� ���� �'�" � ����! ���"

� 経常費用
事業費 0
役員報酬 2,028,340 274,100 438,560 0 2,741,000
給料手当 3,405,955 184,106 1,012,582 0 4,602,643
退職給付費用 0 0 350,000 0 350,000
法定福利費 1,900,160 177,349 456,038 0 2,533,547
福利厚生費 0 88,408 43,194 0 131,602
旅費交通費 61,579 113,054 13,380 0 188,013
通信運搬費 142,775 62,114 218,566 0 423,455
会議費 44,712 0 584,467 0 629,179
消耗什器備品費 0 0 0 0 0
消耗品費 199,280 10,216 53,757 0 259,253
印刷製本費 781,696 254,346 97,632 0 1,133,674
光熱水料費 0 0 60,191 0 60,191
賃借料 74,640 0 170,142 0 244,782
諸謝金 321,824 0 0 0 321,824
租税公課 0 0 2,300 0 2,300
支払負担金 0 5,216 14,000 0 19,216
雑費 3,176 11,336 14,685 0 29,197

#$�� "�)�'���� ���"�� '! ��! )�')' � �������"��
���*� "�)�'���� ���"�� '! ��! )�')' � �������"��

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 372,087 378,005 △ 527,086 0 △ 521,168
当期経常増減額 △ 372,087 378,005 △ 527,086 0 △ 521,168

 ���+����

� 経常外収益
その他経常外収益
退職給付引当金取崩額 0 0 0 0 0
経常外収益計 0 0 0 0 0

� 経常外費用
経常外費用計 0 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0 0
他会計振替額
税引前期当期一般正味財産増減額 △ 372,087 378,005 △ 527,086 0 △ 521,168
当期一般正味財産増減額 △ 372,087 378,005 △ 527,086 0 △ 521,168
一般正味財産期首残高 3,755,211
一般正味財産期末残高 3,234,043

, -.��������
当期指定正味財産増減額 0
指定正味財産期首残高 0
指定正味財産期末残高 0

/ ����0123 �� �'��'�



� � � � �
平成��年３月��日現在 �単位：円)

���

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� �	
�

� ���	

現金預金 3,330,488 3,857,199 △ 526,711

未収会費 70,000 0 70,000

未収金 0 0 0

前払金 112,406 98,285 14,121

���	�� ��������� ��������� � �������

� ���	

� 基本財産

基本財産合計 0 0 0

� 特定資産

退職給付引当資産 5,635,936 5,285,936 350,000

事務所移転経費引当資産 3,160,000 3,150,000 10,000

� その他固定資産

保証金 0 0 0

���	�� ��������� ��������� �������

� 	 � � ���������� ���������� � ������

�  !
�

� �� !

未払金 14,527 25,593 △ 11,066

預り金 213,324 174,680 38,644

�� !�� ������� ������� ������

� �� !

退職給付引当金 5,635,936 5,285,936 350,000

�� !�� ��������� ��������� �������

 ! � � ��������� ��������� �������
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�
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� '(#$%	 ��������� ��������� � �������

# $ % 	 � � ��������� ��������� � �������

 !)*#$%	�� ���������� ���������� � ������



����

役職名 氏 名 所 属 役 職

理 事 高橋 徹 日産自動車㈱追浜工場 理事工場長

理 事 金武 哲史 富士フイルム㈱神奈川工場 神奈川工場長

理 事 川上 彰久 ㈱さんこうどう 代表取締役

理 事 青山 尚巳 (公社)神奈川県環境保全協議会 事務局長

理 事 加藤 達也 ㈱岡村製作所生産本部追浜事業所 事業所長

理 事 加藤 政裕 中外製薬㈱鎌倉事業所 研究本部研究業務推進部
鎌倉事業所長代理

理 事 金子 勇 三菱電機㈱鎌倉製作所 製造管理部製造企画課 専任

理 事 菊地原秀光 アマノ㈱相模原事業所 部品製造部長

理 事 �杉 和宏 アンリツ㈱ 環境・品質推進部長

理 事 加賀谷 努 ソニー㈱厚木テクノロジーセンター 厚木総務部マネジャー

理 事 長田 圭五 東芝機械㈱相模工場 工務部相模設備課課長

理 事 村田 啓 トピー工業㈱綾瀬製造所 設備技術部保全技術グループ主査

理 事 山口 直行 ㈱ニコン相模原製作所 所長

理 事 杉崎 健司 日立オートモティブシステムズ㈱
相模事業所 相模生産技術課長

理 事 山田 慶造 いすゞ自動車㈱藤沢工場 労務部 総務・安全健康Ｇ
藤沢安全健康管理 指導職

理 事 小島 利春 市光工業㈱
ライティング事業本部伊勢原製造所 人事総務課長

理 事 佐藤 裕稔 関西ペイント㈱平塚事業所 事務部安全環境課 課長

理 事 伊賀 祐人 田中貴金属工業㈱湘南工場 品質管理セクション ���事務局マネージャー
環境管理責任者

理 事 井出 勝則 東邦チタニウム㈱茅ヶ崎工場 環境安全事務局

理 事 稲田 秀樹 �	日鉱日石金属㈱倉見工場 環境安全室主任技師

理 事 村上 安英 日産車体㈱ 安全環境部 シニア・スタッフ

理 事 �橋 毅 ㈱日立製作所
�
プラットフォーム事業本部 環境・施設管理センタ 環境統括室長

理 事 須藤 忠司 三菱樹脂㈱平塚工場 環境安全品証部長

理 事 板谷 行生 花王㈱小田原サービスセンター 人事総務グループ

理 事 南場 徹也 クボタシーアイ㈱小田原工場 ���事務局

理 事 高橋 文夫 三菱化学ハイテクニカ㈱
小田原テクノセンター 技術管理部 部長

理 事 岡田 充弘 富士ゼロックス㈱竹松事業所 総務部環境経営グループマネジャー

監 事 吉田 剛 味の素㈱川崎事業所 総務・エリア管理部
安全・環境グループ部長

監 事 根本 敏子 ㈱旭商会 代表取締役

◇ 第３号議案 役員の一部改選について ◇

＊太字部分は改選者の意｡



◆ 平成27年度 公益社団法人神奈川県環境保全協議会 環境保全表彰 ◆

����

受 賞 者 名 所 在 地 功績の概要

����

����	
�
鎌倉市

���14001の認証を1999年に取得後､ 2003年に三菱
電機グループ地区単位での統合認証に参画し､ 省エネ
ルギー活動の推進､ 廃棄物のリサイクル・適正処理の
徹底､ 地球観測システムや有毒ガスや放射線が漏えい
する現場などで活動する偵察ロボットの開発などに成
果をあげた｡

����

������
横須賀市

���14001の認証を2001年に取得し､ 省エネルギー
の推進､ 廃棄物の適正管理・リサイクル､ エンジン内
部のメッキ材料の転換による有害化学物質の削減など
に成果をあげた｡

������� 大和市

���14001の認証を2002年に取得し､ 送風機､ ポン
プへのインバーター制御の導入等による省エネルギー
の推進､ 製品の軽量設計等による省資源の推進､ 廃棄
物のリサイクル､ 化学物質の見直しなどに成果をあげ
た｡

����� 大和市

���14001の認証を2001年に取得し､ 鍛造設備・空
調・照明等の節電などによる省エネルギーの推進､ 廃
棄物の適正管理の徹底､ グリーン調達の実施活動など
に成果をあげた｡

����

 !"#$%�&

'()���

茅ヶ崎市

���14001の認証を2002年に取得し､ 現在は東邦チ
タニウム㈱茅ヶ崎サイトの一部として継続させている｡
取組みとしては､ 空調等の節電等の省エネルギーの推
進､ 廃棄物の適正管理と廃蛍光管等のリサイクルの推
進､ 事業所内の緑化などに成果をあげた｡

*+,-�

.��/
高座郡寒川町

���14001の認証を1996年に取得し､ 地球環境保全
への取組を経営の最重点課題の一つと捉え､ 自社のエ
ネルギーマネジメントソリューションの導入や環境対
応商品の推進､ 資源循環・生物多様性への取組などに
成果をあげた｡

012��

34�/
小田原市

���14001の認証を2000年に取得し､ 工場内の照明
を��	蛍光灯に交換するなど大幅な削減を実現させ
た｡ また､ 生産工程で排出されるアルミシート・緩衝
材のリサイクルの推進などに成果をあげた｡

5678&�

9:;�/
小田原市

大型集塵機省エネファン､ ��	照明の導入やボイ
ラー燃料を転換する等により省エネルギーの推進を図
り､ 木製パレットのチップ化などゼロエミッションや
資源循環活動の推進などに成果をあげた｡



１ はじめに

�����(微小粒子状物質) は､ 健康影響のおそれがあるとされ､ 中国での�����等による深刻な
大気汚染発生の報道等を契機に国民の関心が高まっています｡
しかし､ �����の平成��年度の全国の環境基準達成率は����％と極めて低いことから､ その濃度

の低減に向けた一層の取組が求められています｡
そこで､ �����の低減に向けた新たな取組として､ ガソリンベーパー対策を紹介します｡

２ 新たな対策の必要性

�����の主な原因物質は､ 窒素酸化物 (	
�)､ 硫黄酸化物 (�
�)､ 揮発性有機化合物 (
�)､
粒子状物質があります｡ このうち､ 自動車に由来する	
�､ �
�､ 粒子状物質については､ 自動
車排ガス規制等により､ また､ 固定発生源については､ 大気汚染防止法等の規制や事業者の自主取
組により､ これまで大幅な低減
が図られていますが､ 依然とし
て環境基準の達成状況は厳しく､
既存の対策だけでは大幅な改善
が見込めない状況です｡
こうしたことから､ 新たな対策としてガソリンベーパー対策が必要と考えます｡
ガソリンベーパーは､ ガソリンが蒸発して気化した蒸気であり､

�����の原因物質である
�の一種です｡ また､ 光化学オキシ
ダントの原因物質でもあります｡
このガソリンベーパーは､ タンクローリーからガソリンスタン
ドへの荷卸時や､ ガソリンスタンドでの給油時のほか､ 駐車時や
走行時も自動車から放出されています｡ 国の推計では､ ガソリン
スタンドにおける年間の放出量は約��万トン (平成��年度) に及
んでおり､ これは
�排出量の約����％を占めています｡
欧米では､ 対策の方法は異なりますが､ 既に規制によりガソリ
ンベーパーの大気への放出を抑制しています｡
一方､ 我が国では､ タンクローリーからガソリンスタンドへの荷卸時のガソリンベーパーの放出
を､ 本県の他､ いくつかの自治体が条例で規制していますが､ 給油時､ 駐車時､ 走行時の規制はあ
りません｡ 平成��年に国の中央環境審議会で､ この問題について ｢早期に結論を出すことが適当｣
とされましたが､ 現在､ 法による規制は行われていません｡

����

給油時の ｢ガソリンベーパーの映像
(特殊な赤外線カメラで撮影)
※丸内の黒い煙が ｢ガソリンベーパー｣

神奈川県環境農政局環境部大気水質課

法令・行政の動向

��������	
������

環境基準の達成状況 (平成24年度 全国)

区 分 測定局数 達成局数 達成率(％)
ＰＭ2.5 435 176 40.5

光化学オキシダント 1,172 ３ 0.3



３ 対策の概要

ガソリンベーパー対策には､ 自動車側での対策とガソリンスタンド側での対策があります｡ 米国
は自動車側の対策である����車※を導入しており､ 欧州では､ ガソリンスタンド側での対策を行っ
ています｡
※ ����：�����	
������������	������	�(車搭載型燃料供給時蒸気回収装置)
自動車側の対策である����車は､ 車体

内に大型の回収装置 (キャニスター)※を装
着し､ 給油時､ 駐車時､ 走行時のあらゆる場
面でガソリンベーパーを回収します｡ また､
回収したガソリンベーパーを燃料として再利
用します｡
※ 国内車にも､ 回収装置 (キャニスター)
が装着されていますが､ 給油時は機能せ
ず､ また､ 駐車時に対応する十分な容量
がありません｡
一方､ ガソリンスタンド側の対策は､ ガソ
リン計量機でガソリンベーパーを回収するもので､ 給油時のみ回収することが可能です｡
こうしたことから､ 本県は､ ガソリンスタンド側の対策に比べ､ 自動車側の対策である����

車の方がより効果的であると考えています｡
なお､ 米国での����車の規制に対応するため､ 日本で生産される米国向けの輸出車は����

車であり､ 日本の自動車メーカーは技術的には����車への対応は可能です｡ ただし､ 大型の回
収装置を装着することから､ 既販車では対応できず､ 新車から対応することになります｡

４ 最後に

����車の普及には､ 道路運送車両法の保安基準などの法令改正が必要になります｡ そのため､
本県は､ 平成��年６月に����車の早期義務付けを国に要望したところです｡ また､ 同年��月の
関東地方知事会議､ 同年��月の九都県市首脳会議で､ 本県から����車の早期義務付けを提案し､
合意を得て､ 国に要請活動を行ったところです｡
�����や光化学オキシダントの発生源は複数あり､ 未だ十分解明されていない中､ これらの物質

の低減に向け､ できるところから対策していくことが重要であると考えますので､ 皆様のご理解・
ご協力をお願いします｡

����

ＯＲＶＲ車 (イメージ図)

(参考ＨＰ)
・かなかなかぞく
�  �!""#���#���#�$�#���%"���� �"��&'�� %�

・普及させよう����車－きれいな大気を目指して－
�  �!""(((��	���#�����(��)�"�� "������*"
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第一三共ケミカルファーマ株式会社 小田原工場
管理部スタッフグループ 疋 田 康
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2015年３月６日 (金) に開催された (公社)
神奈川県環境保全協議会主催の ｢平成26年度
環境保全視察研究会｣ に参加させて頂きまし
た｡ 会員事業所25名の出席により､ 茨城県鹿
嶋市に事業所を構える新日鐵住金㈱鹿島製鐵
所と､ 同じ鹿島臨海工業地域の神栖市にある
『鹿島共同再資源化センター』 の２社の工場
視察へと向かいました｡
１社目の視察先である新日鐵住金㈱鹿島製
鐵所の正門を通過すると､ 前面には広くて長
い桜並木の通用道路が延々と続きます｡ 桜満
開の４月に来たかったと思うほど､ その頃の
光景を想像しました｡
場内１つ目の工場見学は､ 原料の鉱石を
1200度の高炉で溶かし､ 亜鉛を取り出して鉄
含有率の高い製鉄原料を得る工場です｡ 直径
約４ｍ､ 長さ80ｍの高炉の中は､ まるで溶岩
が注ぎ込まれているかのようで､ そのスケー
ルの大きさに驚きました｡ ２つ目の工場見学
は､ 厚さ20㎝､ 縦横３ｍ程の厚板鋼板が見る
見るうちに厚さ数㎜､ 長さ数十ｍの薄板へと
引き伸ばされ､ 加工される圧延工場です｡ 赤
熱した厚板鋼板が巨大レーンに押し出され､
大量の水で何度も冷やされ大量の水蒸気が放
出され成形されていく光景はまさに圧巻で､
輻射熱を全身で感じながら圧倒されてしまい
ました｡

２社目となる視察先は､ 同じく鹿島臨海工
業地域に構える茨城県神栖市の 『鹿島共同再

資源化センター』 です｡
このセンターは､ 鹿島地区の２市 (鹿嶋市､
神栖市) から排出される可燃性の一般家庭ご
みで作られる固形燃料 (���) と､ 工場で
排出される産業廃棄物を混ぜ合わせて焼却し､
この焼却熱を利用して発電を行っている施設
です｡
現在､ ���は公共施設､ 工場､ ホテルな

どの冷暖房用熱源として使われ､ ���に対
する地方自治体の関心も高まりつつあり､ 電
力事業の規制緩和と相まって各地で事業化が
進められているとのことです｡ 今回､ 地域社
会と企業が一体となって運営する全国初の資
源循環型のモデル工場を視察することが出来
ました｡
こちらの施設も廃熱ボイラの排ガスを発電
に有効利用したり､ 廃棄物ピットから燃焼空
気を吸引することで悪臭の発生を防止したり､
また､ 触媒反応塔にてダイオキシンや�	


を除去するなど､ 大気環境対策については万
全と感じました｡ なお､ 焼却施設内で発生す
る汚水と排水は焼却処理されます｡ 事業所か
らの排ガスや排水は適切に処理されており､
環境にやさしくクリーンな施設との印象を受
けました｡

最後に､ 今回の視察研究会の開催に当たり
ましてご尽力下さいました事務局様､ 協会役
員の皆様､ 関係者の皆様方に心より御礼を申
し上げます｡



㈱ＧＳユアサ小田原事業所は､ ����年湯浅蓄電池
製造㈱として小田原市扇町で操業開始､ ����年に
㈱ユアサコーポレーションに社名変更､ ����年４月
には新たに日本電池㈱と経営統合し､ 現在の㈱ＧＳ
ユアサ小田原事業所となり､ ����年に扇町から現在
の成田へ移転されました｡ 当協議会には昭和��年
３月に入会されています｡ 当事業所では､ 主に小形
制御弁式鉛蓄電池や産業用アルカリ蓄電池を製造｡
また､ 海外で製造した二輪車用電池を検査し､ 各メー
カーに納入もしています｡
小型制御弁式鉛蓄電池とは､ オフィスビルなどの
様々な設備､ 例えばエレベータや防災防犯システム
機器などの電源装置として使用され､ 産業用アルカ
リ蓄電池の代表的な用途は､ ビルや鉄道などの非常
用蓄電池に使用され､ 実際には車両の下のボックス
に格納し取り付けられています｡

電車は電源を切る時にパンタグラフを折りたたん
で電源から遮断されます｡ 遮断されてしまった車両
はどのようにしてパンタグラフを起動させるのか？？？
その電力にこの電池が使用されるそうです｡
他にも非常時には列車のドアを開閉や真っ暗闇の
中の一時的な明かりの電源にもなるとのことでした｡
また当事業所の取扱いではありませんが､ 地球環
境に配慮した高性能自動車用電池としてハイブリット
車や電気自動車用リチウムイオン電池やアイドリン
グストップ車用鉛蓄電池などがあるとのことでした｡
環境保全活動としては､ 	
������を移転後あら

ためて����年に取得｡ 周辺を住宅で囲まれているこ
とから排水処理システムを設置する環境条件でなく､
工程で発生する排水は全て廃水タンクに貯蔵される
完全クローズドシステムを採用､ 貯蔵された廃水は
収集運搬業者から中間処理業者に運ばれ中和酸化還
元凝集沈殿処分をしているそうです｡
また､ 工程内で使用する電解液などの受入口・貯
蔵タンクの全てには防液堤を二重に設けて土壌への
浸透を防止｡ タンク類からの漏洩を想定した緊急事
態への模擬訓練を実施し､ 確実に工程排水として処
理する体制を整えています｡ ニッケル､ カドミウム､
コバルトを取り扱う職場では２足制を採用､ 建屋外
への飛散を防止｡ 敷地内からの雨水に混じって重金
属類が一般排水に流失しないことを確認するために
降雨時などには､ 一般排水溝内のサンプリングを実
施しているそうです｡ 廃棄物対策としては､ 処理委
託費用を低減する活動を����年から継続実施してお
り､ ニッケル・カドミウムなどは有価物として処理､

特にカドミウムは国内・海外で最終処分して
いたそうですが､ リスクを避けるため現在は
国内で中間処理後最終処分しているとのこと
でした｡ 事業所周辺にはすぐに住宅が隣接し
ているため､ 徹底した管理と対策を取られて
いることが所内をご案内頂いて伺えました｡
他に地域貢献活動としては､ 年２回事業所
周辺の清掃活動を行ったり､ 小田原市と協働
して ｢クリーンさかわ清掃活動｣ を実施され
ています｡
普段の生活ではあまりお目にかかれない電
池ですが､ 思いもよらないところで活躍して
います｡ 大きな災害が続く今､ ますますその
需要が高まっていくように感じた訪問となり
ました｡
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協議会事務局 山 崎 美 紀
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㈱ＧＳユアサ小田原事業所
施設管理部 第１グループ 尾板 守
電話 (0465) 37－9700 (直通)

工場外観

主力製品

車両用補助電源アルカリ蓄電池



２ 平成26年度県央地区産業廃棄物講演会

(県産業廃棄物協会と共催)

日 時：平成26年12月４日� 14:00～17:00
会 場：大和商工会議所 大ホール
内 容：� 産廃協会県央地区委員長あいさつ

� 廃棄物処理法の現場指導の状況
講師：神奈川県県央地域県政総

合センター
環境部長 関 猛彦 氏

� 産業廃棄物処理において直面す
るリスクへの対処のポイント
講師：佐藤泉法律事務所

佐藤 泉 氏

� 質疑応答
出席者：75名

３ 平成26年度第２回広報・ホームページ担当

部会委員会

日 時：平成26年12月５日� 15:00～17:00
会 場：横浜・波止場会館
内 容：� 会報“しんかんきょう132号”

の発行について

� 会報“しんかんきょう133号”
発行計画等について

� ホームページ広報について

４ 女性担当者のための環境保全研修会

(シリーズ４回)

日 時：平成26年12月19日� 13:00～16:30
会 場：神奈川県環境科学センター
受講者：18名
内 容：� はじめまして！

－神奈川県環境科学センターの概
要及び施設見学について－

� 環境法を知る！
－神奈川県生活環境の保全等に関
する条例について－

� 実務のいろは！
－企業における環境管理のポイント－

� 質疑応答

５ 平成26年度環境実務後継者育成講座

日 時：平成27年１月16日� ９:30～16:45
会 場：万国橋会議センター

����

１ 会員の状況 平成27年３月31日現在

○退会会員 ３社

区 分 正 会 員 賛助会員 計
前回までの計 ３０５ ２２ ３２７
新 入 会 員 ０ ０ ０
退 会 会 員 ３ ０ ３

計 ３０２ ２２ ３２４

��������������		



受講者：33名
内 容：� 環境法令の全体像の理解､ 環境

法令の読み方

� 廃棄物処理法の基礎知識

� 廃棄物処理法(応用編)(中級編)

� 企業における廃棄物の適正管理
の重要性

� 講座のまとめ・修了証

６ 平成26年度地区部会役員会議

【県央地区】
日 時：平成27年１月30日� 14:00～17:00
会 場：日産自動車㈱座間事業所
内 容：以下全地区共通

� 平成27年度事業計画 (地区部会
関連) について

� 会長・県センター所長表彰候補
者推薦について

� その他

【横須賀・鎌倉地区】
日 時：平成27年２月10日� 14:00～17:00
会 場：菱電湘南エレクトロニクス㈱
【湘南地区】
日 時：平成27年２月20日� 14:00～17:00
会 場：いすゞ自動車㈱藤沢工場

【県西地区】
日 時：平成27年３月３日� 14:00～17:00
会 場：第一三共ケミカルファーマ㈱

小田原工場

７ 平成26年度第２回企画教育委員会

日 時：平成27年２月27日� 15:00～17:00
会 場：横浜市開港記念会館
内 容：� 平成26年度の教育事業進捗状況

について

� 平成27年度の事業計画案について

� その他事項

８ 平成26年度環境保全視察研究会 (P16参照)

日 時：平成27年３月６日�

視察先：新日鐵住金㈱鹿島製鐵所
鹿島共同再資源化センター

参加者：25名

９ 平成26年度第２回総務員会

日 時：平成27年３月13日� 13:30～14:30
会 場：横浜情報文化センター
内 容：� 平成27年度環境保全表彰等被表

彰者の選考について

� 平成26年度第３回理事会及び第
３回定時総会開催について

� その他

10 平成26年度第３回通常理事会

日 時：平成27年３月13日� 15:00～17:00
会 場：横浜情報文化センター
内 容：� 新会員の承認について

� 役員の一部変更及び退任役員へ
の記念品の贈呈について

� 平成26年度事業報告案について

� 平成26年度収支決算報告 (見込
み) 案について

� 平成27年度事業計画案､ 収支予
算案及び資金調達及び設備投資の
見込み案について

	 平成27年度環境保全表彰被表彰
者の承認について


 その他

����
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◇◆ 広報委員会 ◆◇
委 員 長 ㈱日立製作所��プラットフォーム事業本部 委 員 三菱樹脂㈱平塚工場
副委員長 市光工業㈱伊勢原製造所 委 員 ㈱岡村製作所追浜事業所
委 員 ㈱さんこうどう 委 員 ソニー㈱厚木テクノロジーセンター
委 員 富士フイルム㈱神奈川工場 委 員 ㈱ニコン相模原製作所
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発行年月日 平成��年４月

発 行 人 兼 公益社団法人神奈川県環境保全協議会

編集責任者 会 長 高 橋 徹
横浜市中区日本大通１

(神奈川県環境農政局内)
電話 (��	) �
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ホームページ��!! �""###��������������$�� 

編 集 協 力 ㈱さんこうどう(�!! �""###������%����!)
製作・印刷 電話 (��&&) ��－�	



事務局だより
会員の皆様には日頃から“しんかんきょう”
をご覧いただきありがとうございます｡
総会特別号として発行して今年で４回目､ 当
協議会は ｢公益社団化｣ ３年目を迎えました｡
今号は､ 総会資料としてまた皆様に気軽にお
読み頂けるコンパクトな情報誌となっておりま
すので､ 是非ご活用ください｡ 新しい年度がス
タートいたしましたが､ 引き続き会員の皆様に
タイムリーな情報をお届け出来るよう努めてま
いります｡

������ �������	
�

私の故郷は､ 北海道函館市です｡ 私の住んでいた
西武地区は､ 函館山の麓の港に面した場所で､ 開港
時からの異国情緒のある街並みがあるところです｡
函館といえば､ まず夜景です､ 以前は世界三大夜景
や百万ドルの夜景と函館では謂われており､ 現在は､
ミシュラングリーンガイド (観光地ガイド) にて､
３つ星を獲得しております｡ 夜景は四季毎に見所が
ありますが､ 私の好きな季節は､ 夏から秋にかけて､
烏賊つり船の ｢漁火｣ の灯りと､ 町の灯りとの競演
がとても綺麗です｡ 現在､ 函館山からのリアルタイ
ム映像がHPより配信されておりますので一度ご覧ください｡

次に､ 烏賊ですが､ 私の子供のころは､ 烏賊刺しは､ 朝飯のおかずで､ 夜は
食べません｡ 理由は､ 烏賊つり船が､ 早朝に漁から戻り､ 毎朝行商人が ｢いか
え～､ いかー｣ と売りにきて､ それを烏賊刺しとして朝飯のおかずとなり､ 夕
飯は塩辛やイカめしです｡ 観光名所では､ 明治時代からの和洋折衷住宅等種々
ありますが､ 坂の景観も函館の見所で､ ドラマなどでよく紹介されており､ ミ
シュランにて１つ星になっています｡
函館は造船の町でもあります､ 函館どっくでは大型船の豪快な進水式を､ 一

般でも見ることができます｡ 新幹
線ができるまでは､ 上野から青森
まで８時間､ 連絡船で４時間の計

�時間かかりましたので､ 連絡船
で函館に近づくとまず大型クレー

ンが見えてきて､ やっと函館に着いたと思ったもので
す｡ 今は６時間と半分となり､ 来年には北海道まで新
幹線が開通し４時間となります､ 待ち時間等を含めれ
ば､ 飛行機と変わらない位便利になりますので､ 一度函館にお越しください｡

(記 田中貴金属工業㈱湘南工場 伊賀祐人)

(掲載写真↑はHPより取得)

(↑写真は基坂：
正面は公会堂)
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